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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成20年8月14日(2008.8.14)

【公表番号】特表2004-505766(P2004-505766A)
【公表日】平成16年2月26日(2004.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2004-008
【出願番号】特願2002-519095(P2002-519095)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/88     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 253/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 253/26     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  23/88    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ 253/24    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 253/26    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 255/08    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月25日(2008.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　鉄、ビスマス、モリブデン、コバルト、セリウム、アンチモン、ニッ
ケル又はマグネシウムの少なくとも一種、及びリチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジ
ウム又はタリウムの少なくとも一種の触媒酸化物の複合体を含み、下記実験式
【化１】

（式中、ＡはＣｒ、Ｐ、Ｓｎ、Ｔｅ、Ｂ、Ｇｅ、Ｚｎ、Ｉｎ、Ｍｎ、Ｃａ、Ｗ又はこれら
の混合物の少なくとも一種であり、
　Ｂは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｔｌ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり
、
　Ｃは、Ｎｉ、Ｍｇ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり、
　ａは、０～４．０であり
　ｂは、０．０１～１．５であり、
　ｃは、１．０～１０．０であり、
　ｄは、０．１～５．０であり、
　ｅは、０．１～１．０であり、
　ｆは、０．１～１０．０であり、
　ｇは、０．１～２．０であり、
　ｈは、０．１～２．０であり、
　ｍは、１３．０～１６．０であり、
　ｘは、存在する他の元素の原子価要求により決定される数である）
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を有する触媒組成物。
　　【請求項２】　鉄、ビスマス、モリブデン、コバルト、セリウム、アンチモン、ニッ
ケル又はマグネシウムの少なくとも一種、及びリチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジ
ウム又はタリウムの少なくとも一種の触媒酸化物の複合体を含み、下記実験式
【化２】

（式中、ＡはＣｒ、Ｐ、Ｓｎ、Ｔｅ、Ｂ、Ｇｅ、Ｚｎ、Ｉｎ、Ｍｎ、Ｃａ、Ｗ又はこれら
の混合物の少なくとも一種であり、
　Ｂは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｔｌ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり
、
　Ｃは、Ｎｉ、Ｍｇ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり、
　ａは、０～４．０であり
　ｂは、０．０１～１．５であり、
　ｃは、１．０～１０．０であり、
　ｄは、０．１～５．０であり、
　ｅは、０．１～２．０であり、
　ｆは、１．０～１．５であり、
　ｇは、０．１～２．０であり、
　ｈは、０．１～２．０であり、
　ｍは、１３．０～１６．０であり、
　ｘは、存在する他の元素の原子価要求により決定される数である）
を有する触媒組成物。
　　【請求項３】　鉄、ビスマス、モリブデン、コバルト、セリウム、アンチモン、ニッ
ケル又はマグネシウムの少なくとも一種、及びリチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジ
ウム又はタリウムの少なくとも一種の触媒酸化物の複合体を含み、下記実験式
【化３】

（式中、ＡはＣｒ、Ｐ、Ｓｎ、Ｔｅ、Ｂ、Ｇｅ、Ｚｎ、Ｉｎ、Ｍｎ、Ｃａ、Ｗ又はこれら
の混合物の少なくとも一種であり、
　Ｂは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり、
　Ｃは、Ｎｉ、Ｍｇ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり、
　ａは、０～４．０であり
　ｂは、０．０１～１．５であり、
　ｃは、１．０～１０．０であり、
　ｄは、０．１～５．０であり、
　ｅは、０．１～２．０であり、
　ｆは、０．１～１０．０であり、
　ｇは、０．１～２．０であり、
　ｈは、０．１～２．０であり、
　ｍは、１２．０～１８．０であり、
　ｘは、存在する他の元素の原子価要求により決定される数である）
を有する触媒組成物。
　　【請求項４】　シリカ、アルミナ、ジルコニア、チタニア及びこれらの混合物からな
る群より選択される不活性担体上に担持されている請求項１～３のいずれか１項に記載の
触媒。
　　【請求項５】　Ｃは、Ｎｉ及びＭｇの混合物である請求項１～４のいずれか１項に記
載の触媒。
　　【請求項６】　気相中、高められた温度及び圧力下で、プロピレン、イソブチレン及
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びこれらの混合物からなる群より選択されるオレフィンを、下記実験式
【化４】

（式中、ＡはＣｒ、Ｐ、Ｓｎ、Ｔｅ、Ｂ、Ｇｅ、Ｚｎ、Ｉｎ、Ｍｎ、Ｃａ、Ｗ又はこれら
の混合物の少なくとも一種であり、
　Ｂは、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｔｌ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり
、
　Ｃは、Ｎｉ、Ｍｇ又はこれらの混合物の少なくとも一種であり、
　ａは、０～４．０であり
　ｂは、０．０１～１．５であり、
　ｃは、１．０～１０．０であり、
　ｄは、０．１～５．０であり、
　ｅは、０．１～２．０であり、
　ｆは、０．１～１０．０であり、
　ｇは、０．１～２．０であり、
　ｈは、０．１～２．０であり、
　ｍは、１２．０～１８．０であり、
　ｘは、存在する他の元素の原子価要求により決定される数である）
を有する酸化物触媒の存在下で、ガスを含む分子状酸素及びアンモニアと反応させること
により、プロピレン、イソブチレン及びこれらの混合物からなる群より選択されるオレフ
ィンを、それぞれアクリロニトリル、メタクリロニトリル及びこれらの混合物に転化する
方法。
　　【請求項７】　前記触媒は、シリカ、アルミナ、ジルコニア、チタニア及びこれらの
混合物からなる群より選択される不活性担体上に担持されている請求項６に記載の方法。
　　【請求項８】　Ｂは、Ｎａ、Ｌｉ、Ｋ、Ｃｓ及びこれらの混合物からなる群より選択
される請求項６に記載の方法。
　　【請求項９】　Ｃは、Ｎｉ及びＭｇの混合物である請求項６に記載の方法。
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